
壁王宮
王王。田で良質な水をもとめて一束洋乾板から富士写真フイルムへ-

日本における写真の歴史は、幕末に輸入された湿板写真(コロジオン乳剤をガラス板に塗布し、濡れたまま

カメラに装置して写真を撮る方法)で本格的な幕開けとなります。明治16 (1893)年頃イギリスから乾板写真

が輸入されると、国内乾板の製造が試みられますが、どれも事業としては成功しませんでした。

乾板はゼラチンに感光剤を加えたものをガラス坂に塗布し乾燥させたもので、その製造には豊富で良質な水

ときれいな空気、加えて温・湿度の調整が最も重要な条件でした。当時、日本の夏は高温多産のため、乾板の工業

化は成功しないといねれていましたが、それを実現したのが、大正8 (1919)年雑司ケ合し二親南池袋2-40)

に創業した東洋乾板㈱でした。日本橋の玉水館で写真技術を学んだ高橋慎二郎が、この宅.ニ高橋写真乾板研究

所を設立して乾板製造に成功したのを受けて、菊池恵次郎が資金霞助をして本格的生産に乗り出したのです。

長女の和田垣知恵さんによれば、父が土地選びのため各地の井戸水を取り寄せたところ、水質が最もよかっ

たのが雑司が谷だったのでこの地に決めたといいます。当時の雑司が谷はまだ王子電車が諸道していなく、人

家もまばらで霊園の森がうっそうと茂り、井戸水が豊富で、まさに乾板製造に最適の場市だったのでしょう。

大正10年に技師長高橋慎二郎の頭文字をとったS T乾板が発売されますが、 12年の関東大震災で乾板やガラ

ス板が砕けて大損害を受けたのを機に、大阪の大日本セルロイド輔が資金を出して経営に参画することになり

ます。この頃世界の写真界は乾板時代からフイルム時代に移行しており、重くて割れやすい乾板より軽くて安

全で携帯できるロールフィルムの需要が高まり、その国産化が要望されていました。

昭和9 (1934)年大日本セルロイドの写真フイルム部が独立して富士写真フイルム株式会社が創立されると、

東洋乾板は合併吸収され、以後昭和22年に閉鎖されるまで、富士写真フイルム雑司が谷工易としてロールフィ

ルムの加工や16ミリ映画の現像を行ないました。

乾板からフイルムへの時代の要請が、東洋乾板をわずか15年で終りにさせたといえますが、その間に雑司が

谷地域は急激な宅地化が進み、井戸の水量も減り、乾板製造には適さない場所となりつつありました。

東洋乾板社員の花見 高橋済民鵠供 大正10 (1921)年」月工場の前にて。手前にし-やかんでいるシルク/、ノトの男性が高橋慎二郎。右端

の乾板の配達草が時代を感じさせる。作業員は地元の女性か多かった。
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Hl 豊島と町工場

●東洋乾板への道

高橋慎二郎と手製の乾板用カメラ 高橋清氏

提供 明治2$ (1895)年16歳の時、郷里新潟

で写真の研究をしていた頃(左)。これが乾板

製造の出発点となった。
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「豊島区詳細図」碑が)瑠和8(1933)年発行 矢印

/雪Il是夏、 (ク二事干!三\守/・・千、

で示した所が東洋弦槙辛口_場でおる

高
橋
写
真
乾
板
研
究
所

和
田
垣
知
恵
氏
琵
供

大

正
三
(
一
九
一
四
)
年
か
ら
八
年
の
東
洋
乾
板
設
立

ま
で
の
乾
板
の
研
究
と
試
作
は
、
自
宅
の
横
の
作
業

所
で
行
な
も
れ
た
。
男
一
名
、
見
習
い
一
名
、
女
中

一
名
の
三
名
で
の
出
発
だ
っ
た
。

今
も
残
る
井
戸

平
成
六
(
一
九
九
四
)
年
六
月
撮

影

研
究
所
時
代
に
乾
板
製
造
に
使
用
し
た
井
戸

(
南
池
袋
二
-
四
一
-
三
)
。
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。



●悪戦苦闘の日々

乾板の状態をみる作業員 富士写真フノノしム輔軽

快 同じく東洋乾板で投影したもの。妄言浮岬」塗

布装置から出てくる乾故の状態をみる二製造中の

乾板に汚れや空中の徴堕などが付着すると、写真

に白い斑点(スポ、ソト辛古口てしまし、蓑詰こなら

ないため、空気調整装置や薄遇装置寺を計するな

ど苦労が続いた。また耳には感光割方言寄言‾こ使い

物にならないため、その改良にも腐心ロこ。当喧カ

ラスはボヘミアンガラス、ゼラチン言三塁敬神製

を使った。

乾板の箱詰め作業 富士写真フノ/二輪提供∴昂

じく東洋乾板で撮影したもの。仕古津一業は友吉

が行なった。後ろの騨二乾板の筒ナ葦んである二

東
洋
乾
板
傭
敵
国

富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
㈱
提
供

昭
和
四
(
一
九
二
九
)

年
頃

大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
㈱
の
資
金
鞍
助
を
得
て
、
昭
和
二
年
工
場
の

増
設
を
行
な
い
、
二
階
建
て
の
乾
板
工
場
と
研
究
所
が
設
け
ら
れ
た
。
ま

た
撲
滅
設
備
の
充
実
と
あ
ー
わ
せ
て
、
水
不
足
を
防
ぐ
た
め
深
さ
二
六
尺
(
約

人
m
)

の
給
水
井
戸
と
深
さ
二
五
〇
尺

(
約
七
六
m
)

の
馨
泉
が
掘
ら
れ

た
。
工
場
の
名
称
は
当
時
の
従
業
員
河
田
威
男
氏
に
よ
る
。

乾板製造の機械 富士写真フイルム㈱提供 製造した

乾板を使って工境内を撮影した写真。乾板のでき上が

り具合を調べるために撮影したのであろうか。
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HI 豊島と町工場

●乾板のいろいろ
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東
洋
藍
色
憧
赤
札
誌
槙

葛
篭
、
統
祭
拷
輿
、
整
版
、
透
明
帰
輩
等
鮮
妹
な
る
方
陣
に
は
夫
青
郷
使
用
に
撚
じ
て
綿
富
根
特
性
を
鰐
へ
た
堪
被
が
磐
求
一
.
-
乱

ま
す
が
.
こ
の
外
に
題
.
押
外
に
揚
場
に
磁
朋
に
俺
欄
的
蕪
得
る
一
級
相
接
徹
の
必
要
な
る
は
申
す
蓬
も
有
り
ま
せ
ん
.

-
織
部
乾
技
は
悠
糖
度
.
割
・
す
、
カ
プ
リ
.
典
化
銀
敬
子
“
捨
亀
榎
.
提
賞
辞
埜
こ
し
〇
日
的
に
遜
っ
た
鵜
能
的
な
撮
賞
を
鯨
へ

て
魅
お
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
.
支
洋
整
色
棲
赤
札
厳
密
(
職
洋
ス
べ
ツ
シ
ャ
ル
・
ラ
ビ
ッ
ト
乾
板
)
は
井
婆
求
に
ぴ
っ
た
り
二
殺
し

た
も
の
で
輿
に
欝
雄
一
鉄
筋
轄
織
の
名
に
前
職
も
の
で
有
り
ま
す
.

整

光

度

豪
華
憂
色
栓
赤
札
だ
l
嘉
島
空
言
同
塵
の
露
感
慨
畦
を
存
し
さ
す
の
で
耕
外
に
勿
前
轍
均
に
玲
て
も
典
の
操
舵
を
充
分
毅
郎
哀
し
毒

す
。

輝

子

彼
鞠
.
叩
蛾
に
は
猿
筏
諾
捌
絶
技
(
東
洋
プ
ロ
セ
ス
乾
槙
)
を
必
要
と
し
.
野
外
用
に
は
多
く
の
約
台
、
迅
速
庭
筑
節
靭
姥
桜
(
例

へ
ば
東
洋
整
合
性
赤
札
乾
徳
の
如
き
)
‥
か
使
用
さ
れ
、
鵜
均
に
発
て
駐
貰
離
糊
乾
披
(
例
へ
は
慮
淳
ス
タ
ヂ
才
、
四
十
承
髄
質
の
如

き
)
が
維
持
さ
れ
る
お
経
麺
で
有
り
ま
す
。

窮
靖
に
あ
て
は
探
究
に
伐
っ
て
敲
沸
脇
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
シ
ャ
ド
ー
の
光
の
接
ぎ
の
捌
係
を
曲
面
に
調
窃
し
終
る
の
で
、
鱈
庭
あ

耗
枚
を
選
拝
し
、
基
の
雑
技
の
告
辞
三
九
分
強
み
ご
て
ろ
樵
は
探
究
す
れ
ば
よ
い
請
で
す
。
祭
る
K
野
外
で
は
光
線
の
状
態
を
劇
画

∵

ヵタログ 富士写真フイルム㈱所蔵 東洋整色性赤札

乾板の説明書である。

東洋スペシャルラビッド乾板の包装箱 富士写真フイルム

㈱所蔵 東洋整色性赤札乾板ともいい野外や写湯などの‾

般用として発売された。 「1933」年と書かれているo

カタログのいろいろ 富士写真フイルム㈱所

蔵 東洋乾板の製品には東洋プロセス、東洋ト

ロピカル、東洋スタジオ、東洋航空、東洋パン

クロなど、用途に応じてさまざまの穫類があっ

た。

S
丁
乾
板
ラ
ベ
ル

富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
㈱
所
蔵

大
正
一
〇
(
一
九
二
一
)
年
に
発
売
さ
れ
た
。

高
橋
慎
二
郎
の
頭
文
字
を
と
っ
て
S
T
と
し
た
。
「
北
豊
島
郡
高
田
村
雑
司
ケ
谷
六
二
六
」
と
ロ
ー

マ
字
で
書
か
れ
て
あ
る
。

上



東洋フィルター 富士写真フイルム㈱提供 一般に乾板は紫外線

や紫、青など短波長光に感じすぎるため、野外の撮影の捺、感光藻

に適度な強さに補正された光線が届くよう、レンズの前部にフィル

ターを付けた。

0.K.印画紙 高橋清氏蔵 オリェンタル写真工業弱に東洋

乾板とおなじ大正8(1919)年に創業した。 0.K.印画謀を発売

したのは大正11年である。東洋乾板の焼き付けに使おれた印

画紙である。
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我
国
最
初
の
パ
ン
ク
ロ
乾
板
の
完
成
"
"

薪
賛
賓
の

稟
議
パ
ン
ク
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(
汎
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寅
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一
大
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ッ
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を
劃
す
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き

東京市外商田町発電ヶ条六二六番地

東洋パンクロ乾板の広告ちらし 富士写真フイルム㈱所蔵 パ

ンクロ(全感色乾板)は、肉眼の色に対する感度と乾板の色に

対する感度を同一にするため(色を整えるため)に改良された

乾板である。

富士写真フイルムの乾板ラベル 富士写真フイルム㈱所蔵 昭和

9 (193」)年東洋乾板が富士写真フイルムに吸収された後の富士フイ

ルムのマ一一クのある乾板ラベル。



HI 豊島と町工場

●富士写真フイルムへ

雑司ケ各工場のガレージ 富士写真フイルム㈱提

供 昭和9(1934)年東洋乾板は富士写真フイルム㈱

に吸収合併された後、雑司ケ谷工場となりロール

フィルムの加工作業が行なわれた。フイルム配達車

に富士のマークが見える。

戦時中の雑司ケ各工場 富士写真フイルム㈱提供 昭和18(1943)年頃 戦時下で作業

員が不足したため、昭和17年工場付近の主婦51名が勤労動員された。工場に保母を置き、

託児施設を設けて、主婦の就業が出来るようにした。勤務時間は午前10時から午後3時

までであった。写真は食堂前でのバレーボールの練習光景。

雑司ケ含工場跡 富士写真フイルム㈱提供 昭和」0年代後半

頃の廃盤となった工場。戦後2年で工場は閉鎖され、その後事

務所や学校などに使用されていたが、この頃は子供たちの格好

の肝試し会場となっていた。
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